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六 ミセルロ.-ズに開する研究

第 1報

ヤマザタラ幹材- ミセルロtTズの抽出及び分別に就て

舘 ､勇 ･山 森'.昇 .

(木材化撃第 1研究室)
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植物細胞膜構成･々分の 1である-ミ:ヒノしローズは革一一な物質ではなく,不好 一な多膳類の混合物で
'1(

あって,植物性よE)ゐ抽担保件如何によE).その抽出量は勿論,扉 k分解産物として得 られる膳及びり

､ロン酸の組成比に●も,叉甚だしき場合には其の膳及びウロン酸,jj種類にも差昇を巷 するもの_で率る｡

従って,- ミ.セルローズの研究に於丁⊂は,植物億円に存在する - ミセルロ-ズ を奨質せしめずに,

可及的均-な物質として抽出,分別し得る合理的な方法を探索することが党づ要請されるのである｡
～

植物標より分離された-ミセル'｡-ズは稀薄なアルカリに易溶であるが,植物題に存在する-ミセル

ロ･-ズは稀 ア}レヵリに依って抽出することは容易で′はなく､;特に床材中の へミセルロムズ を完動 E.

帰由出分離することは不可能とさ町 ⊂勾る｡このへ亨セヰローズ油田の困難を説明しや うとして多 くの ､-
tL

研究者が茸験を試みた結私 -ミセル ローズ抽出の難易は ↑ミセル ローズの アルカ 7)Lに封する溶解e

性匿支由されるのみでなく,む.しろそれ以上に他成分即ち細胞膜構成分として-亨セル ロー不と共存∴

するセルチーズや リグこくンとの結合関係に支配されることが甲らかにされて一ゐる｡ 而して,L硯泰では

六ミセノ㌣ローズ は セル ロ･-ザン (Cellulosan) とポゾウロ,ナイ ド･-へミセルローズ (Poltyuronide
I),

ヰemicellulose)′とに2大別されてゐる｡前者はセルロ_-ズ･ミセル内でセルローズと潜 倉上⊂存在しI

通常ウロン野 合有しないが,後者は リグ -シと｣部,若しくは完全に結合し,必ずウロン酸を組成

分の 1としてあると考へ られてゐる｡

木材組織よりこれさ丙-ミセル占-ズを分別革離す名こと産室難である6何故をらぼアルカリに威

?て抽出されるへミセル ローズはポリウロナイ ド●へミセルローズの外にセルローザンをも,またセ

ルローズゐ一部をも混IC,.この混合物より各々を分劉輝 灘する方法は末磨見出されてゐないか らセあ

る｡ 然しながら, リグニンと最 も関係の密接であるポリウpナイ ド｡-.ミセル ロ､-ズは7ノレカ月由出 ･
4- ㌔ /

に先だって両者の結合を溶かし,且 リグニンのみを除去する様な通常な魔理を施した後に軽度のアル

カリ抽出を行へぼセルローズ及びセル ロ̀ーザン､を混 じないか,著 し混するとしても其の量を減少せし

めて比較的均一なポリウロナイ ド-｡･-ミ.セル ロー女を分離することが可能と考-得る｡一俵て著者は澗

葉樹材としてベントザ ン含量に富むヤヤ クラ幹材を選れ 先づ其のポリウロナイ ドー-ミセノレP

l
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-ズを抽出する燥件即i,

･.a) ブルが )抽出の前庭軍 とLrこ,その諸榛の脱リグニン鹿理の依件I

b) アルカ リ才離日の修件

を検討し,層 々の燥件下に調製された各 Preparation:の収量を比較 し, 次いで黄 も普通の修件即ち

･4̀%.NaOH ･に依る常温抽出で得た.-ミセルローズ に就て,､現今専 ら採用されてゐる NoRRISand2)I
PR由SE氏の分別放吟よる分別を試み,分別候件として,

1.Iヽ ＼

a) 各 Fractionの沈澱笹及ぼす水素イオン濃度の影響 一 O

bニト 各 Fractiohの銅化合物形成に依る精製傑件 '

を賃験的に検討し,而 し こ更に,ヤマザクラ幹材-ミセノT'アナズの Na･OH 抽出液より分別沈澱させ

て得たへ･ミセル ローズ~A･.,Bi,及び.C,･各 Fractionに就ての諸鮭質並lr一組成を験 し牢｡これらの諸

葦飴の結果を本報に報肯 し,若干の考察を加-て見や う.t恩ふ｡I

･ 賓 験:及 び 結 果

I 葦験試料 . I

貨験に供 した溝ヒ料材は描令約 50年の本邦産ヤマザクラ (PjunufSejlulaiaLindl･vay･ipo噂 ned

Makii10)で,樹幹U)一部 を切離し樹皮を完全に別離 した後,之を60日韓の粉末となし風乾してへミセ

ル ローズ抽出に使用した｡その木材分析結果は第 1表め如 くである｡

＼

第 1表 試料木粉Vj木材分析結果 11.↑ 主セル ローズの抽出に就て

A 灘 リグニン虎理 と-ミセル ローズ抽出との関係

･a) へ ミ,セル ローズのアルカ リ抽出の前庭理′としての配 l)ダニン

方法

著者は如 )3榛の配 り､ダニ′ン虚理を行って抽担を検討し充 ｡

.ij A｣虎視 (酒精性 NaOfI庭理十
･111

本法は ･NoRRISLandPRE'EC.三氏が ヘミ.セノしロ㌻ズ に混在する ')

-ダニン含量を滅ずる目的で行やた脱 リグ-シ廃理で,､ァルカ リ抽出

に党だち試料木粉を 1% N年0由 in50% Ethanolで加熱 L:こリグ

ニンを除去する方法である｡

I

ii) B一魔理 ･(RITTER氏法に一俵るホロセル ローダの調製) も

'ポ･)ウロ千石 さ｡↑ ミセル ローズのアルカ 1)に封する溶解度が腰素化晩 リグニ予魔理に依って増大
J) t':7) 6)

することは BARLEY,SAND'andNuT'TER 及び ANDERSON 氏等多くの 研究藷の -致した 見解であ
＼ 丁)

る0㌦この理由で著者は RIfTER氏等の方法に依 り,木粉を煙素化して得たる･ホロセル ロ-ズから-＼

ミセル ロ｢ズの抽出を験 した｡ 1

iii) C-虚理

嘩 リグニン魔理なしに先づ第 1回のアルカ リ抽出を行仇 卓の後転15分間の堕素化を2回繰返すこ

とに依 りリグニンを除去し,再びフルクリにて-ミセル ーコーズ紬刷 する方法で B一旗理と同じ動力

に基づ くものである〇二 ｡

･2＼

l
/
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♂

貰験其の2

上域の貰験に於て得た4% NaO申抽出液中に存在する-ミセル ロ-ズを定量する目的め下に,令
●

庭理に於て得たアヤカリ液 500cctのうち50ccを探 り,由酸にて中和した後更に3%挺酸液となし3時

間120-1250Jcの油浴中で加熱加水分解を行 払 ,I-その加水分解液につき BbRTRAND 法(,Cよrり還元糖を

定量し,キシライとして示せば夢4表の如き結果となる｡ 表中の抽出量%は全摘出液中に存在するキ
J

シラン量 1原料木粉中に存在する キシテ′ン量×100ノである｡然しながら,フェ.-:,リ▲'ング液を還元する

療4乗 艇リIダニン虚理示-ミセルローズe y

アルカリ坤 出に及ぼす影静 (∬) -/

魔 性

/末 彪

A.-磨

B 一虎

C 一鹿

法
管 甥 隻出塁 1 第_2{FaZh)堰

軍･3

67..8
83.5

60.1~

5.8

J7.6

5.8

21.4

抽出畳合計
(%)
64.1

7r5A

.89.3

81.5

-I 7

物質は唯革に-ミセル ロー女の加水分解物ujみでなく宣ル ワ･-ズの加水分解物孝も,叉 リグ-シejl.分

解物をもフェーリング液還元力妄もつ激に,BERTRAND故に依去テルか ),抽出液中のへミ壱ルロー不
＼

､の定童は不適富である｡従って著者は更に次の如き寛験を行った｡

賢験共の 31- 1 !'

･試料木粉 10.00g､(無水,無衣分として) を探 り,,各配 ･)グ.-ン魔理を行ひ, 4% NaOH i50ccに

よ打算験其の 1に記述し転と同株に抽出し七得た抽胆液 (第 1回袖甲及び第2回抽出)から-ミセルI

ロ.二ズの収得を行ったO即ち,各抽曲 こて得たへ声や レア-･ズ NaOH蘭 出液に酷酸を添加して PH
I-

-4.0と.なし,更に3倍容量の 96% EthAriol､を･加-てその際沈澱する-ミセル ローズを滅別 し乾燥

後藤量して入ミセルローズ収量としたよその結果は第5表に示す如 くである｡鼓に抽出量%と声ふの
I

厄 原料木粉中のキシラン (試料 10g畔に1.942･g)に封する抽出量の盲分率である｡

第 5表 脱リグニン鹿酌 ;I?ミヤル･ローズのアルカ1)
抽出に及ぼす影響了(肝つ .

第 や末 席 1)ダニン庭速示-ミセルローズのアル.カリ
抽出に及ぼす影響 (TV)一 一 ＼

4

ノ第5､表の結果を第 3衣ej結果

と比較するに/両者間に大なる

誇異を認めない｡第 3奉に示し＼

た様な分析値を求むるZ:-,とは稜

め七焼雑であるに反し,この葦~･

鹸法は容易であるため以後は凡

てこej方法に依つ.た.'､

･監験其の､4

鷺験 其uj:3に於て,､冷 4%

NaOHにて抽出した木粉穣達を

更に 4% NaOH 1506tにて碍

浴中ゼ 2時間加熱して,難溶性

の- 主セル ローズを抽出した｡~

而して前､と同じ方法で- ミセル

ノ

くユ
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Q ロ1-ズ左取得した.iそP結果は第5表と同じ要領で第6表に表示した｡.

試料木粉 10g中に-ミセ ル.p-不がキシランとして 1.942g存在するとすれば,冷 4% NaOH 液

及び1069Cに於ける同濃鹿の.NaOH に依る朝 出壷へミセルローズ量は第5表及び第6豪 より第 7表

` 第 7表 脱リグニン鹿壁と抽出量
との関係

＼＼ _､抽用量
＼

の如 くにな考｡ ∫ ､､

以上∴C項に述べた諸寄験の結果を検討すれば次の七 と

紬 想 ､ 率 が要約出来る｡即ち,-ミセルローズのアルカ 7)に依る柚

田は耽 リグニ㌢庭理を行ふことに依 り極めて容易になる｡

換言すれば,前虞理に依って植物細胞内に存在する-リオ=

ンを務め除去した後にベミセル ローズを抽出すればそのア

ルカリ-の抽出率は槍-/F'する｡而して,股 リグテン率と-1 -J/

ミセルローズのアルカ 7).に封する溶解度は些例的である｡･この関係は第8表の如 くで,B一廃盤即ちホ
/.

ロセルローズより↑ミセ ル ロ｣ズを抽出する場合に猿 も顛著である｡散に-ミセルローズ抽出局毎出

畿試料として蔑め7)ダニンを除去せるもり,例-ばホロセル､ローズを使用するととは収量を増加せし
/

第 8表 脱リグニンと-ミセル､ むる瓢で有利であることが判明した｡箇緒論に於て既に記述し発頭ロ

ロース抽出率との関係 .く植物細胞膜中のへミセルローズは.)グ三ンと物理的乃至化畢的に

脱リグニン率 へミセルローズ.結合して存廃する可能性があるが,基で,再びこの間題に少しく解れ抽-出率
て見やうと恩ふと 従 来E.の問題をめぐって化撃的結合乱 物理甲結

65.86 倉詮,物理化撃的結合詮等々各研究者の立場立場から主張されて釆

たが,今且では何等かの形に於て 7)メ,主=,と豪水化物と.の間には化
86･83L 1 84･90

⊥ 一二- -I ,TllT T 撃的な聯関々係力靖 在すると亭ぶ軍二や坤 力や る｡.∴リグニンと準＼/ -1O) 】l) 12)

水化物と.0化学的結合詮に有力な寛験的静 唱を輿へ準のLktERDMAN氏であり,Ho斡 SE･YLER･LANGE,
i3) lJ) ユ5)

CROS声,CzAギEK,GRAFE氏等文相潤いで化翠的結合説を提起し,之を支輯した｡述ぶる所は1)ダニン及

び撒麟素の水酸基の全部叉は一部が-ステル型叉はエ⊥テル型に結合 してゐると声ふ甲であって,例
＼

16) 17)

-ぼ リグノ繊維素 (LigりOCelhlose)と呼ばれるものがそれである.?その後,HAdGLUND･ScHORGER･
Its) 1f))

･sTAbDI;GFR,F甲UDEN'BE:RG氏葦の研究によって リグテシは植物組織内に於て米水化物と化畢的に結

合LITこゐると考-る説が有力となグ ⊂来た｡

然 し,茨水化物として蜂セル ローズのみでなく,比較的新しい研究によれば- ミセルローズと̀7)ザ
2O)O

ニンの結合を支持する説が提起されてゐる｡ HAIRRIS,SHERRARD 及び MIicHELL氏 NoR扇AN及 ･
.131)

び SHRIKHAND.E氏はこの妄持寄である｡ l )

リグ-シが植物組織内で乍!LF'-ーズと結合してゐ早か若しくは- ミセ,㌣ロ∵ズと結合 してゐるかを■

決定づけ考置揚陸未だ見申されないのであるが; 木材繊維素と革離繊維素とのⅩ線園に差異が殆んと･
(

ない事から り .グエソとセルローズ とは化畢的には結合してゐないとも考-られるの′でリグ主ンとへミ

セルローズとの結合が有力硯されてゐ,8留が視聴 である｡ -一ミヤルローズの抽出は晩 リグニン虞垣に

声って増大すると亭ふ著者ゐ得た賓験甲寄寓はこの リグニン｡ベミセルローズ化学結合説を哀持する

.ところの 1つの横様 ともなれば車L15ある｡
l

･ . ､ ＼
5

′ヽ
1
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IB ∴ミさル 口上ズあァルや り却出の使件
㌔ /

↑ミセル ローズはアルカ′7)に依 り抽出可能の物質lであると定義されてゐると通事-その抽出健件は

試料材の種類により異なるO例-ぼ潤葉樹材.-ミセルロL-ズ.と針葉樹材-ミ.セルローズとの抽出候件
-I22) ､

は大叫 こ異るd挺っ七研究せんとす る試料匿観て最適の抽出僚件を決定することは肝要セあるO膚 着
～

服 ヤアザクラ幹村人 ミセル ローズり収量に及ぼすケルカリ､の濃嵐 抽出温度及び抽出時間を検討し挺O/

a) NaOHの濃度と-ミセルロー交放漫 との関係 ▲I

キシラシと･L十 1･942gq?-ミセル ロ,T不を合'む試料木粉 lOgを探 り,前項k連べた塩l).ダニン魔
ヽ

理､によって濠めリグニンを除去したもの及び末魔理の .)グ主ンを険かざるもの4種の試料を出畿物と
I

して.2!4,9及び8,% の Na｡杜200ccにここ常温抽出を行ひ,その第 1回め2年時間抽出の後,J滅別 レ

残液を∴定童の冷水で洗赦し,再び第2回の24時間抽出を行った{爾抽出で緒た-ミセルロでズ抽出

液峠夫々酪酸起て､P鮎 4･Pとなし96% Alcohol.を3倍容量加へ 1夜静置後.,一沈澱 した-ミセル占
＼

十ズを滝別 し洗源乾燥 して,抽出分離し挺-､ミセル ローズ0)絶乾量を求め牽｡そ?結界は東9表に示

す如くであ畠 ｡ 木̀表で抽出率と云みのは試料木粉中に含まるキシラン畳に封する抽出分離-ミセルロ

-■ズの畳比であ'る｡

第 9表 ,NaOH濃度 と- 主セル ロー ス抽 出塁 との関係

2%
NaOH

4%

NaOH

iiiiii5im∴

fi<･,I
NaOH

･;:.8%
NaOII

0.82
0･12｢ノ0.94

･48,4
J

捻 出 1 芸

'f芸

1回抽 出

2回摘 出

第1r酎由担

爵2回抽 出

合 計

抽 出 率

此の結果を検討するに,

A一鹿,嘩lB一虚 ′理

0.94
0.12
1.06
54､.6

l‥三一三 =i‡三-至
55.61 i 63.8

0.96 号 1.21

1.23
0.19
1.42
73.6

1.41

0.16

1 .57

8 0 .8

9765416.･

1

0

1
.
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l
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･
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4

6
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5

5

1

7

･,

C一慶理-

1

4

5

9

(/CQ
14

2

･

･
~3

0

0
､
1

6

0.94

0.48

1.42

ね.6

0
.
94

0
.
5̀5

1
.
49

76
.
8

＼

i

i) 同一濃度の NaOH による-tミセル ロ1,ズの抽出量は際 リザ ゝン率と巽に増大し,ホ亘セル畠
十ズよりの抽出の場合に最大である｡ ′ ･
ii)■同一試料の場合蜂 NaOH濃度K,比例して抽出され考-ミセノこロ⊥ズ量は増加する.

1

b)′抽出温度とJTミ壱ルロー-ズ放量との関係 - ' ､1

Jリーグ三ンを除去せざる木粉 10g及甲 10gの木粉よ朋 司梨し如 ミロセ7レローズを出畿物として4%一
/

こ6 1■
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〟

,NaOH･150ccにて水掛 (12-1J30C),竣OO,_600湖 ○及び 1'0,OOcの各適度･T.7時間抽用 し牢?抽出液は
､ヽI

a)に蓮べたと同様にして沈澱 したぺ ミセル ローズの畳 を求めた｡結果は琴lO表に示す如 (.である.

麓10表 抽出温度と-.ミセルローズ
､収量との関係

第11表 抽出時間と-ミセルロース

収量との関係_

未脱リグニン試料

･1'亨.1,,:.川 LL:･I,I,::;し

B一魔 1盈試 料
(ホロセルロース)

収 遺門 蓋(g) (%)

木表 より,- ミセル ロー不の抽出嘩 NaOH.の濃度
~/

に比例 して増大することが明 らかである｡ .

C) 摘出時間と- ミセル ロT'ズ収量 との関係 /

驚験.b)と同様に廃盤し常温に於ける 六 ･ミセル ti-ズ
I

収量に及ぼす摘出時間の影 響 を験 し,第11表 に毒す結

晃を得た｡

一

腿 1ヘ ミセル ロ--ズの分別に就て

緒論に於て既述 した鮎を,ヤマザ1gテ幹材- ミセル

ローズに就いて検討した結果は下記の如 くである｡之
､ 2)

に用ひた分別津は NoRRISandPREECE法で,参る｡

､′

A ~- ミセル ア一一ズ各 フラクションの分別沈澱に及

ぼす PH の影響 ′

本質験では- ミセル ローズの 4% NaOH 抽出液 よ

りA,B,Cの各 フラノ7..>･ヨンを順次に分別沈澱せし

むる際の各 フテクションの沈澱量に及ぼす PH の影響

.潅 PH-1-台の領域に於て定性的及び定量酌 広験 し年給乳 沈澱量最大の水素イオン渡度はA,B爾

フラクシヨゾでは PH=5に,Cフラクションでは･PH-6に在ることが判明したO 邸ち ANGELand23) ′
NbRRIS氏の報肯 してゐる如 く,六 ミセル ローズ も蛋白資に如 ナる等電動の如 き沈澱最適水素イオン

濃度を有することを詮明 した｡ ○

B -ミセル ローズAの銅剤魔理に俵や精製燥件

.味葦験では衣分合畳 2.95% ･の- ミセル ローズAを試料として,- ミセル ローズを銅化合物 とし こ

革離精製する際の修件即ち,用弘や銅

剤溶液の種類,反臆温度及び其の化合

物を分解するに用弘る酸の種類が- ミI

セルシ缶-ズめ収量及び純度に及ぼす影

響を知るために行った｡その結果を要I

約すれば第12表の如 くである｡

即ち,i)ダ リセ リ?｡硫酸銅混液を

昂ぶ畠場合- ミセル ロ-ズの沈澱量は

最大である｡ 然 し乍 ら,木椀作中何れ

の銅剤 を用ひても- ミセル ロp-ズの若ノ

干の損失が認められるよ.ii)水温 (13

舜 12 表

:こ ,:.=1 .･.こ ∴ .'･':.lr{.'-王∵㍉･'/,:"-I:･::て隼 il'.'l.:6;i-:.:'十 ､浩 一.
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′ノ / ■ /
oc)よ.りtも 50oC に加温して銅化合物を生成せしむる方が沈澱畳蛭大であるIiii)分解剤 としての

闇 は塵取 よ.り酷酸が下 ミセル ローズの収量を増加せ しめ且衣分合童を減少せ しめる鮎で優ってゐる事

が恭茸験で纏認せ られた｡∫
l

Ⅳ -十 セルtロ-女や分別調製 と各 フラクションの性質及び分析 !̀＼

上述 し如 .fT出並に分別修件に関する嘗験結果に塞 き,N,.oR.IミiSand̀pREECE 準の⊥部 を改寮 した方】

法に伐 り轟 ザクラ幹材-,ミセル ロ/-ズの分別 を行tA,曽鳳 分析的紗 戎共に輿にする_Pフ＼ラクシヨ

ンを調製 し転｡■■

A - ミヤル ローズA7.,Bl及び C,.フラクショ,ンの分別調褒＼ ヽ

著者は下記ゐ方法により先づ A,B,C3フラクションを分別的に沈澱せ しめ,次いで各 フラクショ

ン.をその銅化合物の溶敵 性の差に庭 り菜 這AIA2,B】芦2及び C】C20-6フラクションた分別 しや

うと試み華 のであるが貰際には A7,,B,及び Clの 3フラノクションが得 られ たのみ七,′しか も↑ 享ヽ

セル ロT･ズの大部分はLA.フラクゝヨンであるこ,とが確められた｡.

- ミセル ロ｣ズ の分別.調製法

試料 (200g)

一塩水抽出.a.5%懲酸アンモン抽出

一脱リグニン虚理 (酒精性 NaOモ壬)
一心主セルローズ抽出 -(雇4%NaOH)

NaOH抽出濯

トHClに七 pH=5.0となす

､＼ .

沈澱 (A-プラクシヨ､ン)

一酒掃,エーテルに七洗確,乾燥

-●4%NaOHに溶解 'II

-フェーリング液添加i
-由clにて分軌 臆別

酒精,･エーテルにて洗酔
汲贋乾燥

-ミセルローズ Al

収量 24g

こーの精製操作
3回反復

･F
頚漆

/(由矯 (PH去5.0)

牛容葦の96%酒椅添加

沈澱 (B-フ′ラクシ㌧ヨン) 渡波(PH-5.0)

-A一才ラクi/･ヨンと
同じ精製をなす･

l
o -ミセルローズ Bl

収量 1.9g

澱

一

-
卜
｣
･

･I･-･
I
↓

沈

へ-ミセ/レ

B,- ミセル p-ズ各 フラクションの性質 9

-LNaOH･にて P由-6.0とな､す

r

B-フラクション沈澱のと
同容貴の96%酒精添加 膚 と

(C-フラクション)l 臆液

了

=Aを
ロ

シク]フ
チ

-ズ C】

収量 1.4g

ヨンと同じ購製

分別調製 した- ミセル ロ-ズAl,Bl及び C1について,その-脚 勺性琴を験 した｡一覧表 としてこヽ

第13表に示 した｡

＼
8 ＼-8 U

/ /
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館 山薬 .･ヤマザク ラ幹材 - ミセル ロ--ズVJ抽 Hi及 び分別に裁て

/C-ミセル ローズ各フラクショ,i/の分析
2J) 2tr-))

各々ゐ フラクシ去ン吟鹿て,水分譲 分,フルフラール ｡ウロン酸無水物 及びCH30基 の定量を行ひ,26)
フルフ.ラサ はキシランと'Lて表はし尭占庸この場合のキジケ /の計算法として蜂次の式を用ひたb

o 第 1,3表 - ミセル ローズ各 フラクシ ョンの性質

舜14表 - ミセル ローズ各 フラクションの●組成

Al仁 苧 了 FCI
分

分

ン一フシ

水

次

キ

ウロン酸無水物

CH301･基

キ シラン /ウロ
ン 物 酸 無 水

ヽ
Ⅹ=0.7859｡p-1.146｡C+0.006

～
此虞に Ⅹ==キシラン p-ラロログルシツザ

C==ウロン酸無水物より生ずる CO2

分析結果は第14表に表'=kL海｡蕗にキシラン,ウ
1･

1･65 ･ロン酸無水物,CH30､基は無水,無衣へミセ}Ljロー

ズに封する百分率である｡

F己

｡ 要 ･ 約
?

ヤマザク≠幹材-ミセル ローズの抽出及び分別に関する茸験結果を要約すれば攻の如 そであるO･●
1)預軌 .)ダニンを除去せる試料よりのへミセルJ白-ズの NaOH■に凍 る抽出は7)ダニンを蔭去せ

ざる試料よりの抽出に此●して極めJ⊂容易であって,即 ダニン率と-ミセルローズ抽出率とは比例す

る｡ この事茸は-ミセル ローズのあるものは植物細胞内に於てリグ'.=ンと結合してゐると云ふ所謂 リ

グニン･-ミセノLローズ結合諌め1詮櫨になると考へる｡ 0

2)へミ'セルローズのアルカリに依る抽出傑件に就て検討した結見 アノt,カ 7)の濃家,抽出時間及

び抽出温度はへミセノTJロ:-3I抽出量に至大なる､関係がある｡ Iヽ -′

3)分別に依って得 られた-ミセル ロー･ズ A.I.,13L及び C,.の各フラ:37ション畔夫々●,沈澱最適水

素jォン濃度を有し,且ごそれは酸性側になる｡

4)-ミヤル ローズの精製に於ける-ミセル ロ二･7+｡銅化合物生成際件に就て検討した結果,使用,

する銅剤溶液の揮類,反臆温度及び分解鮒と,Lて潤ふる酸の種類はへ ミセル ローズの収量及び時県に

影塵を輿へることを許 した｡･ 1

5)雪マザクラ幹材より得 られた-.ミ･セル p-女 AT.,B,･及び C1につレて,そ.の-蜘 勺性質を験′

し,且 北 畢組康を分析によ｡求めた｡了1

附記 ‥本研究の費用の･｢部は文部省料畢研究費に依った｡記して深謝の意を表はす次第である｡ I

9
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iR6stim6
/{

I1. Theextraction､ofhemicellulos6swithdilutealkal･i'becomesveryeasilyIbytheLdeligni一

点cation as､pr6treatmJent,namely,thesolubilityofherdicelluloses叫 plantcdi l wallsI (_～

･incre.asesproportionallyto/the＼L.degreeofdeligni丘cation.This.factseemstogivean
)

evidencefortheassociati'onthboty,thatsom90fhemicellulosesasgociatewithligninin

plantcells.一一
lil . ･

2. 0ntheextractionofhemicdllulos6S,time,temperatureandtheconcentration ofalkaliI ＼
haやerelationLtOtheyieldofhemic占lluloses二

∫
respectively,andeachoptimum pH bxistinLaCidicgide･:

4こThekindspfとOpperrbagentsandacidsusedforpuri丘cation ofhemicellulosPbyfor-I

mationofcoppet:-hemicelltlloseLcoinplexcbhpbundanditsreactiontemperaturerelate

totheyi'eldandthepurityLbfhemicelluloser.1 I

5･TheLphysicaland.Chemicalpr9p▲ertiesdfhemicellulose-Al,Bland ClfractiQnSyere■し

e.Xaminedandalsotheirchemicalcompositionswereconfirmedbyanalysis･∫
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